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救急救命士の教育的背景

救急救命士の増加に伴い、再教育に係る人的・財政
的負担も増加している。

救命士が他の救命士を指導する体制の構築が急務と
なっている。

すでに116消防本部において、指導的立場の救命士の
運用が開始されている。

規模別 再教育履修
救急救命士の割合
（平成26年度報告書）
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作業部会での検討事項

指導的立場の救急救命士の

必要性

求められる役割

指導的立場の救急救命士像

名称

要件

養成カリキュラム

インセンティブ

認定のあり方

活躍の場

平成24年度検討

平成25年度検討
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名称・要件

1. 救急救命士として、通算５年以上の実務経験を有する者。

2. 救急隊長として、通算５年以上の実務経験を有する者。

3. 特定行為について、一定の施行経験を有する者。

4. 医療機関において、一定期間の病院実習を受けている者。

5. 消防署内の現任教育、講習会等での教育指導、学会での発表など、教育

指導や研究発表について豊富な経験を有する者。

6. 必要な養成研修を受けている者。もしくは一定の指導経験を有する者。

7. 所属する消防本部の消防長が推薦し、都道府県ＭＣ協議会が認める者。

（１）名称
「指導救命士」（EMT-Supervisor）

（２）要件
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養成カリキュラム

（１）必要な４つのスキル

（２）ミニマムリクワイアメント

１００時限

＊カリキュラムおよび教育時間を追加することや
追加の講習やOJTによる教育等を実施することを
妨げるものではない。
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認定・インセンティブ

（１）認定のあり方

都道府県MC協議会の認定とする

ただし、全国的な認定制度の検討も視野に入れる必要がある

（２）インセンティブ

昇任・昇格、人事評価への加点等と連動させることは困難
（全国一律的）

①指導救命士の表示等

②再教育時間数としてのカウント
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活躍の場

地域MC

•MC協議会への参画

•事後検証委員会への参画

•研修会の企画や運営

•MC圏内での講師・指導

•病院実習計画の策定

•院内研修の補助 等

消防本部

•職員の指導育成（通信指令

員含む）

•救命士再教育への関与

•事後検証担当

•地域MCとの連絡調整

•救急WSでの指導 等

全国

•検討会（国）への参画

•教材作成（国）への参画

•研修会（全国）への参画

•教育機関での教官担当

•全国救急隊員シンポジウム

の企画・実行委員 他

• 都道府県や地域MC、または消防本部の中で創出されるのが望ましい

• 国の検討会等において国は積極的な活用を図っていく
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MCとのかかわり

（１）認定

都道府県MC協議会の認定

（２）指導救急救命士に求められる資質（像）

地域のメディカルコントロールを担う医師や関係機関との連携能力

（３）主な役割

メディカルコントロールを担う医師との連携のもと、救急業務全般
を教育指導すること

（４）その他の役割

MC協議会への参画 事後検証委員会の参画
研修会の企画・運営 MC圏内での講師・指導
病院実習計画の策定 院内研修の補助
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ま と め

『指導救命士』がひとり救急救命士の再教育の履修状況

の改善に資するのみならず、救急現場の実践的な教育指

導体制の充実と、MCとの連携体制の強化・円滑化により、

救急業務全般の質の向上につながることが期待される。
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